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※概要（Summary）： 
カーボンナノチューブ（CNT）を水・有機溶剤中に独立分

散させるための、分散剤種・量、分散条件等を変えながら

CNT を分散し、分散体の物性評価と同時に、ＮＰＦの装

置を利用して分散状態の観察を行った。 
 
※実験（Experimental）： 
利用した装置 
・顕微レーザーラマン分光装置（RAMAN） 
・高分解能電界放出電子顕微鏡（FE-SEM） 
単層・多層のＣＮＴの分散体をスライドガラス上に滴下し

乾燥させ、レーザーラマン測定でＣＮＴのＧ/Ｄ比を求めた。

また、PET シート上に CNT 分散体をバーｺｰﾄし、乾燥さ

せた後、透明性・導電性の測定及びＦＥ－ＳＥＭ観察を行

った。 
 

※結果と考察（Results and Discussion）： 
CNT の分散は、超音波分散機及びナノマイザーを使用

した。両分散機の比較を行ったところ、超音波分散では単

層・多層ＣＮＴとも、ラマン測定から、分散前後でＧ/Ｄ比の

低下がみられる。ナノマイザー分散ではＳＥＭ観察で超音

波分散と同等の分散状態の時の測定ではＧ/Ｄ比は分散

前後でほとんど変わらなかった。ナノマイザー分散の方が

CNT を傷つけにくいことがわかる。 
分散剤の違いで、導電性に差が出ている。これは分散状

態の違いを反映しているのか、分散剤の物性差なのかの

区分けはできていない。分散剤量も単層 CNT では CNT
固形分量に対して３００％以上添加しないと分散しにくい。

導電性は分散剤量が多いと低下するので、今後、導電性

を求める必要のある時は、過剰の分散剤の除去を検討す

る必要があると感じた。 
また、超音波分散・ナノマーザー分散ともまだ CNT のバ

ンドルが観察されているので、まだ分散条件を検討する

必要があると考えている。 

 

Fig.1 SEM image of SWCNT dispersed with 
ultrasonic homogenizer 

 

 

Fig.2 SEM image of SWCNT dispersed with 
Nanomizer 

 

※その他・特記事項（Others）： 
・今後の課題 
 分散条件の最適化 
 分散剤の選定 
 
 


